


















 

はじめに 

昭和 47 年より,本研究班に参加を期に,市町村における健診,保健指導のあり方

としてモデル町を設定し,その実態調査にあわせ,われわれの作成した資料の活

用ならびに内容の検討,健診方式の改善の試みなどを行った。 

一方,全県的には,69 市町村の母子保健実態調査 2)を実施し,母子保健の地域の

定着は,その地区が主体となって努力するところにあることを痛感した。 


